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医療・福祉・食品・健康 

水晶振動子マイクロバランスを用いた種々の環境条件におけるゲル薄

膜、電極近傍溶媒等の特性評価 

研究 

概要 

QCM-A を用いて低温、高温環境におけるソフトマテリアル、薄膜、電極近傍溶媒の物性（粘

弾性）、ゲル化、凍結耐性、吸着特性などを評価する技術を提供する 

 

 

経済学部 総合政策学科、 自然科学研究室 

清田 佳美 教授 Yoshimi Seida 

研究キーワード：ソフトマテリアル 水晶振動子マイクロバランス 物性評価 

URL： http://researchmap.jp/g0000211118 
 

研究シーズの内容 

 刺激応答ソフトマテリアルの合成と分離プロセス、センシング、物性解析のデバイス開発を行ってい

ます。本シーズでは、-40℃～80℃の雰囲気で、ソフトマテリアル（マイクロ量もしくは薄膜）の粘弾性

を評価する水晶振動子マイクロバランスシステム（図参照）を提供します。氷点下で観測可能な

QCM-A を開発しています。一般の動的粘弾性測定に比べ、極微量の試料の観測が可能であるこ

と、摂動周波数が非常に高い（1～30MHz 程度）ことから、分子プローブとして微小物質、薄膜など

の高感度の物性観測が可能です。これまで、ポリマー水溶液の粘弾性の温度依存性、O/W エマル

ションの冷凍特性、刺激応答ハイドロゲルの

相挙動・溶媒和挙動（図 2）、ポバール水溶

液の反復凍結融解によるゲル化特性等を評

価しています。 

  

  

活用例・産業界へのアピールポイント 

マイクロ量のソフトマテリアル、薄膜の粘弾性特性、吸脱着特性評価、氷点下における物性評価、ゲ

ル化挙動、電極界面溶媒特性、環境応答特性の力学的評価、食品等の吸湿、吸・脱水特性評

価、溶出挙動評価、などに適用可能です。 

 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 

中野義夫監修、清田ら編集、ゲルテクノロジーハンドブック、NTS, 2014 発刊（東京）、 

粘弾性チャート集、東京技術情報社、2015 発刊（東京） 
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図 1 システム模式図 
図 2 温度応答性ハイドロゲルの粘弾性 

および溶媒和構造の温度依存性測定例
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「2013 年度児童虐待相談ケース分析等に関する調査」における被虐待

児関連基礎データの検討 

研究 

概要 

 筆者らは 2013 年 4 月から 5 月の 2 か月間に全国 207 か所の児童相談所に虐待相談として寄せられ

た 11257 人分のケースを分析した。本研究では、これまで日本の虐待研究では明らかにされていなかっ

た「ネグレクト（同居人による虐待の放置）」および「心理的虐待（主として DV 目撃）」の特徴を解明した。 
 

 ライフデザイン学部 生活支援学科 子ども支援学専攻 

鈴木 崇之 准教授 Takayuki Suzuki 

研究キーワード：児童虐待防止 児童相談所 子ども家庭相談 

URL： http://researchmap.jp/read0064175/ 
 

研究シーズの内容 
 筆者は 2013（平成 25）年度に実施された全国児童相談所長会「児童虐待相談ケース分析等に関する調査」

（主任研究者桜井豊夫・全国児童相談所長会会長）に分担研究者として参加させていただく機会を得た。 

 2013 年 4 月から 5 月の 2 か月間に全国 207 か所の児童相談所に虐待相談として寄せられた 11257 人分の

ケース（回収率 100%）の中で、被虐待に相当した児童数は 7434 人（66%）であった。 

 本研究に先立つ 2008（平成 20）年度に実施された調査では、2000 年に施行された「児童虐待の防止等に関

する法律」に規定されている「身体的虐待」「ネグレクト」「性的虐待」「心理的虐待」虐待」の 4 カテゴリーで調査を

行っていた。しかし、筆者等は 2004（平成 16）年の「児童虐待の防止等に関する法律」改正において「保護者以

外の同居人による前 2 号又は次号に掲げる行為と同様の行為の放置」（第 2 条 3 号）、「児童が同居する家庭に

おける配偶者に対する暴力」（第 2 条 4 号）が加えられたことを踏まえ、新しく加えられた虐待のカテゴリーを捕捉す

るために、「身体的虐待」「ネグレクト（同居人による虐待の放置）」「ネグレクト（同居人による虐待の放置を除く）」

「性的虐待」「心理的虐待（主として DV 目撃）」「心理的虐待（DV 目撃を除く）」の 6 カテゴリーで調査を行った。 

 「ネグレクト（同居人による虐待の放置）」は 219 人（2.9％）と比較的少ない数値にとどまった。そして、「ネグレクト

（同居人による虐待の放置）」の児童相談所相談受理年齢は、6～11 歳が最も高い割合であることがわかった。一

方、「心理的虐待（主として DV 目撃）」は 1,245 人（16.7％）と、少ないとはいえない件数であり、児童相談所相談

受理年齢は 0～5 歳が最も高い割合であった。 
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7434 2434 1921 219 159 1363 1245 93

100.0 32.7 25.8 2.9 2.1 18.3 16.7 1.3

7434 2434 159 93

100.0 32.7 2.1 1.3

8108 2820 28 774

100.0 34.8 0.4 9.5

2608

35.1

1581

19.5

平成25年度調査

（種別6分割）

平成25年度調査

（種別4分割）

平成20年度調査

2140

28.7

2697

33.3  

活用例・産業界へのアピールポイント 
児童相談所（都道府県および指定都市）、市町村等の、子ども家庭相談担当部局における支援体制整備や

効果的な支援方法の開発につながる基礎的研究である。 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 
桜山豊夫・川崎二三彦、他 2014 『児童虐待相談のケース分析等に関する調査研究報告書（平成 25

年度児童関連サービス調査研究等事業）』 

川崎二三彦・山野良一、他 2014 「シンポジウム『児童虐待相談ケース分析等に関する調査研究結果報

告』」 全国児童相談所長会事務局編『全児相（通巻 98 号）』:53-140 頁. 


